
「未来をえがくキャリア・ノート！」の活用について

大分県教育委員会

令和２年度
子どもの力と意欲を伸ばすキャリア教育実践交流協議会

キャリア・ノート活用のポイント

❶内容を厳選して作成されていることを理解する

❷学級活動を要として活用する

❸教師など大人との対話的な関わりを重視する

❹児童生徒の成長を見取り、指導に生かす資料

にする

❺小学校から高等学校まで引き継ぐ大切な資料で

あることを理解する



ポイント❶【内容を厳選して作成されていることを理解する】

●小学校～高等学校までの使用を前提とした収録シート・資料等の厳選

高校生になっても振り返ることができる分量としていることが大切

ポイント❶【内容を厳選して作成されていることを理解する】



ポイント❶【内容を厳選して作成されていることを理解する】

大分県教育研究会進路指導・キャリア教育部会作成の「自分を知ろうカード」

（小学校版P３２ ６年生の振り返り）

令和２年度からは

「自分を知ろうカード」は配付されません。

代わりにキャリア・ノートを使い、児童の成
長の記録や将来への期待、不安な思いを
中学校へ引き継ぐ

指導要録などとともに引き継ぐことが大切

●●委員会ふりかえり
自然観察ふりかえり

運動会ふりかえり

●年●組 豊後 太郎

教室背面のクリアファイルなどにはさまれている行事
や授業の振り返りのプリントをキャリア・ノートの記入
時に活用することが考えられます。

添付することも考えられますが、内容の厳選が必要です。

ポイント❶【内容を厳選して作成されていることを理解する】



ポイント❷【学級活動を要として活用する】 小学校授業例

     「キャリア・ノート」を活用した授業例  小学校 年度はじめ 

（１） 小学校 特別活動  

（２） 低～高学年 学級活動（３）「一人一人のキャリア形成と自己実現」 

    ア 現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成 

（３） 題材「○年生になって」 

（４） 事前の指導 

➤「キャリア・ノート」を見返して前学年での学習や生活を振り返るとともに、理想の学級生活や

なりたい自分についておおまかなイメージをもつことができるようにしておく。 

（５）本時の学習 

 児童の活動 指導の留意事項 

導入 

 

○前学年の年度末に書いたキャリア・ノートをもとに、前

学年を振り返り、自分や友だちの成長について話し合

う。 

○これまでの自分を振り返り、あらためてなりたい自分に

ついて願いをもつ。 

・目標をもって生活することの大切さに気づく。 

・前学年と比べた自分たちの成長について考え、成長を重

ねていくことが大切であることに気付く。 

➤自分の学習や生活を振り返る

とともに、将来の自分と今の

自分とのつながりを理解し、

今年度の具体的な目標を考え

る気持ちを高める。 

➤今の自分の経験や思いを記録

していくことの意義を感じら

れるようにする。 

展開 

 

 

 

 

〇将来の夢やなりたい自分について伝え合う。 

・学校生活や家庭、習い事などでどんなことが学べるのか、

どんな力が身に付くかを考える。 

 

 

〇「なりたい自分」になるために、まずどんなことに取り

組めばよいか話し合う。 

・これまでの自分の経験をもとに話し合う。 

・全ての経験が、自分の成長につながることに気付き、様々

なことに挑戦しようという意欲をもつ。 

➤自分の経験が、友達へのアド

バイスになることを伝える。 

➤伝記などを参考に、将来と今

のつながりや努力は無駄にな

らないことに気付かせる。 

➤友達の経験が、全て自分にも

当てはまるとは限らないこと

を伝えておく。その上で、自分

の意思で決定することが大切

であることを伝える。 

終末 〇なりたい自分になるための目標やこれから取り組むこ

とを決める。 

・意思決定したことをキャリア・ノートに記入する。 

➤話し合ったことを生かして自

分に合った具体的な実践内容

や行動目標を意思決定するこ

とができるようにする。 

（６）事後の指導 

➤意思決定した目標や実践方法について１週間程度取り組み、ペアやグループで振り返って互い

の頑張りや成果を認め合う。 

➤本時で意思決定したことが継続した実践となったり、必要に応じて新たなめあてを立てて取り

組んだりすることも考えられる。 

（７）実施時期 ４月中での実施を想定している。 

      「キャリア・ノート」を活用した授業例  小学校 年度末 

（１） 小学校 特別活動 

（２） 低～高学年 学級活動（３）「一人一人のキャリア形成と自己実現」 

    ア 現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成 

（３） 題材「○年生をふり返ろう」 

（４） 事前の指導 

▶次の学年で楽しみにしていることやがんばりたいことのアンケートをとり、まとめておく。 

（５） 本時の学習 

 児童の活動 指導の留意事項 

導入 

 

○アンケート結果から、気付いたことを話し合う。 

・友達が楽しみにしていることやがんばりたいと思ってい

ることを知る。 

○今年度記入したワークシート類や「キャリア・ノート」

を参考にしながら、１年間の生活や学習を振り返り、自

分たちの成長を話し合う。 

・印象に残った出来事 

・自分が成長したと感じること 

・自分と同じように、友だちも成長していることに気付く 

▸写真等を掲示したり、これまで

記録したワークシートなどを

用意したりしておく。 

▸学校以外での成長についても

触れる。 

▶対話を通して、様々な経験によ

り、個々が成長したことに気

付かせるようにする。 

▸互いの成長を喜び合える雰囲

気を大切にする。 

展開 ○次の学年に向けてなりたい自分を思いえがく。 

・上学年の姿を想像し、大まかななりたいイメージをもつ。 

○なりたい自分に向けて、今から取り組みたいことについ

て話し合う。 

・これから挑戦したいことや、継続して取り組みたいこと

等について話し合う。 

 

▸上学年からのメッセージを紹

介することで、イメージをも

ちやすくする。 

▶イメージしにくい児童には素

直な思いが引き出せるように

助言する。 

▶実践可能で具体的な内容とな

るようにする。 

終末 ○話し合ったことをもとに、自分に合った具体的な目標や

実践方法を意思決定し、「キャリア・ノート」に書く。 

・具体的なめあてや実践内容を決める。 

・次の学年への前向きな気持ちが高まるようにする。 

▶次の学年へ向けて、残りの学校

生活を有意義に過ごせるよう

にする。 

（６） 事後の指導 

▶決めた目標について、○年生最後の日まで取組を続け、振り返りを行う。 

▶低・中学年の場合は短期間期間で実践を振り返るようにする。 

（７）実施時期 ２～３月中での実施を想定している。 

ポイント❷【学級活動を要として活用する】 中学校授業例

      「キャリア・ノート」を活用した授業例  中学校 年度はじめ 

（１）中学校 特別活動 
（２）1 学年 学級活動（３）「一人一人のキャリア形成と自己実現」 

ア 社会生活、職業生活との接続を踏まえた主体的な学習態度の形成と学校図書館等の活用 

（３）題材『先輩からの新入生へのエールのメッセージを読み、自分の考えをまとめよう』 
（４）本時の学習 

 生徒の活動 指導の留意事項 
導入 ▶先輩からの新入生へのエールのメッセージを読み、自分の

考えをまとめ目標を決める時間であることを確認する。 
▶これから行う活動の流れについて説明を受ける。 

 

展開 ▶個人で「○○中学校へ入学して」（ワークシート）を記入す 

る。 
▶中学校２年生からの新入生へのエールのメッセージをグル 

ープ内で回覧する。 
▶自分が「このメッセージが良いな、共感するなと感じたも 

の」をグループ内で話し合う。 
▶「なぜ、そのメッセージが良いと感じたか」をグループ内 

で相互に質問をする。 
▶中学校２年生からからの新入生へのエールのメッセージ 

や、クラスメイトとのグループ協議を通じて感じたことや 

考えたことなどをワークシートにまとめる。 

▶生徒が現在の気持ち（期待や不

安）を素直に表現できるよう、

クラスの雰囲気等に配慮する。 
▶時間内でグループを組み直すな

ど、クラス内のできるだけ多く

の生徒の発表を聞く事ができ

るよう工夫。 
▶他者の意見を否定せず、傾聴の

態度を促す。 
▶自己理解や他者理解、新たな人

間関係の構築につなげる。 
終末 ▶「中学生のみなさんへ」を読み、中学校においてさらに伸

ばしたい力を意思決定すると共に、中学校で引き続き「キャ

リア・ノート」を作成することの意義を再認識する。 
 

▶中学校において、学習面や生活

面においての目標、家庭や地域

での目標、その他資格取得等、

具体的に取り組みたいことを

考えさせる。 
（５）事後の指導（活動） 

▶このあと、中学校１年生学年初めの「キャリア・ノート」の作成時間を設定する。 

▶「○○中学校へ入学して」は「1 年間を振り返り新入生へメッセージを書こう」時に、生徒に返

却する。 

▶「○○中学校へ入学して」や作成したワークシートは担任との面談などにも活用する。 

（６）実施時期 ４月初旬での実施を想定している。 

       「キャリア・ノート」を活用した授業例   中学校 年度末 

（１） 中学校 特別活動 

（２） １学年 学級活動（３）「一人一人のキャリア形成と自己実現」 

ア 社会生活、職業生活との接続を踏まえた主体的な学習態度の形成と学校図書館等の活用 

（３） 題材『１年間を振り返り、新入生へエールのメッセージを書こう』 

（４） 本時の学習 

 生徒の活動 指導の留意事項 

導入 ▶１年間の自分の成長の足跡を振り返り、先輩として新入生 

へのエールのメッセージを書く活動であることを知る。 

▶これから行う活動の流れについて説明を受ける。 

 

展開 ▶小学校６年生の「自分を知ろう！」のページや中学１年学 

年初めと、各学期末に書いた内容をもとに、入学したころ 

の自分と一年間の自己の成長を個人で振り返る。 

▶自己の成長のきっかけとなったできごとや、成長を支えて 

くれた人やものなどについて、個人で振り返った内容をグ 

ループ内で伝えい、互いにコメントをし合う。 

▶自分の発表に対するクラスメイトのコメントや、クラスメ 

イトの発表を聞いて感じたことや考えたことをワークシー 

トにまとめ発表する。 

 

 

 

▶時間内でグループを組み直すな 

ど、クラス内のできるだけ多く 

の生徒の発表を聞く事ができる 

よう工夫する。 

▶他者の意見を否定せず、傾聴の 

態度を促す。 

▶自己理解や他者理解、新たな人 

間関係の構築につなげる。 

終末 ▶中学校での自分の経験や成長をもとに短冊に「新入生への 

エールのメッセージ」を書く。 

 

▸２年生に進級するにあたりさらに伸ばしたい力を意思決定

すると共に、引き続き「キャリア・ノート」を作成するこ

との意義を再認識する。 

▶入学時の期待と不安な気持ちを 

もった自分自身にメッセージを 

送るつもりで考えさせる。 

▶新入生へのエールのメッセージ 

が自分へのメッセージにもつな 

がることをおさえる。 

（５） 事後の指導（活動） 

▶このあと、学年末の「キャリア・ノート」の作成時間を設定する。 

▶終業式に通知表とともに「キャリア・ノート」を持ち帰り、保護者にメッセージをもらう。 新ク

ラスで提出させる。 

（６）実施時期 ２～３月中での実施を想定している。 

（２年学年末には「先輩になる君へのメッセージ」 卒業前には「最高学年になる君へのメッセージ」な

どが考えられる。） 



ポイント❸【教師など大人との対話的な関わりを重視する】

●教師や保護者によるコメントの重要性

作成や振り返りの際の「対話的な関わり」の重要性

★「しんどい時期」の記入、「しんどかった時期」の振り返りの際にこそ

教師の力量が問われる

・○学校での全ての活動や学びが｢やがての力｣となっ
て，よりよい自分や将来につながることも理解させる
ことができた。保護者にも共有してもらうことができ
た。（羽後町立三輪中学校）

・年度末に保護者にキャリア・ノートに記入してもら
うことにより、家庭への啓発になり、子どもの励みに
もなっている。（鹿角市立花輪小学校）

＜秋田県総合教育センターのホームページより＞小 中
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＜大分県版キャリア・ノートより＞

小学校版 P１１ 小学校版 P40.41 中学校版P8.9

ポイント❹【児童生徒の成長を見取り、指導に生かす資料にする】

●児童生徒の自己評価や相互評価は学習の一環

一人一人のよさや可能性を見取るための重要参考資料となる。

また、学級、学年、学校としての教育目標を設定するときの参考資料に

もなる。



○ 自分の気もちを、友だ

ちに分かりやすくつたえる

こと

○ クラスや友だちのために、

すすんで行どうしたり、きょう力

したりすること

○ しらべたいことや知りたい

ことがある時、自分からすすん

で先生にしつもんしたり、本で

しらべたりすること

○ しょう来のゆめや目

ひょうにむかってがんばっ

たり、べん強や生活のし方

をくふうしたりすること

小学校中学年でがんばってほしいこと（小学校版 P12)

どのくらいできたか、○をつけましょう。
よく

でき
た

でき
た

もう
少し

① 自分の気持ちを、友だちに分かり

やすく伝えることができましたか。

② クラスや友だちのために、進んで

行動したり、協力したりできました

か。

③ 調べたいことや知りたいことがある

時、自分から進んで先生にしつ問

したり、本で調べたりできましたか。

④ しょう来のゆめや目標に向かって

がんばったり、勉強や生活の仕方

を工夫したりできましたか。

小学校４年生 振り返り（小学校版 P２０ ）

人間関係形成・社
会形成能力

自己理解・自己
管理能力

課題対応能力

キャリアプラン
ニング能力

中学校の目標（小学校版 P３３ 中学校版 P１）
人間関係形成・社会形成能力
様々な人の考えや立場を理解し、相手の意
見を聞いて自分の考えをきちんと伝えること
ができたり、自分の置かれている状きょうを受
け止めて、役割を果たしたりしながら、周りの
人と一緒に協力して様々な活動の計画を立て
ることなどに積極的に参加することができる力

自己理解・自己管理能力
自分が「できること」「価値を感じること」「したいこと」な
どについて、周りの人やものと関係を大切に、自分自
身の可能性や前向きな自分への理解を基に進んで行
動し、かつ自分の感情をコントロールしながら、これか
らの自分の成長のために進んで学ぼうとする力

課題対応能力
仕事をする上での様々な課題を発

見・分析し、適切な計画を立ててその
課題を処理し、解決することができる
力

キャリアプランニング能力
自分が果たすべき様々な立場や役割との関連につ
いて考えながら「働くこと」の意味や価値を理解し、色
んな人の生き方に関する様々な情報を適切に取捨選
択・活用しながら、進んで判断して将来に向けて自分
の成長を積み重ねていこうとする力

自分の気持ちや行動に一番近いところに○を付けよう

①友だちや家の人の意見を聞く時、その人の考えや気持ちを受け止めようとしましたか。

②相手が理解しやすいように工夫しながら、自分の考えや気持ちを伝えようとしましたか。

③自分から役割や仕事を見付け、分担するなど、周りの人と力を合わせて行動しようとしましたか。

④自分の興味や関心、長所や短所を把握しようとしましたか。

⑤あまりやる気が起きない物事に対する時でも、自分がすべきことには取り組もうとしまし
たか。

⑥不得意なことや苦手なことでも、自ら進んで取り組もうとしましたか。

⑦分からないことやもっと知りたいことがある時、自分から進んで資料や情報を収集しまし
たか。

⑧何かをする時、見通しをもって計画的に進めることができましたか。

⑨何か問題が起きた時、次に同じような問題が起こらないようにするために、何を改善す
ればよいか考えましたか。

⑩今学校で学んでいることと自分の将来とのつながりを考えるなど、学ぶことや働くことの
意義について考えましたか。

⑪自分の将来について具体的な目標を立て、その実現のための方法について考えました
か。

⑫自分の将来の目標に向かって、生活や勉強の仕方を工夫するなど、努力しましたか。

人間関係形
成・社会形成
能力

自己理解・
自己管理
能力

課題対応
能力

キャリアプ
ランニング
能力

中学校２年生 振り返り（小学校版 P４８ 中学校版 P１６）

教育目標を設定する時の
参考資料になる



ポイント❺【小学校から高等学校まで引き継ぐ大切な資料であることを理解する】

●全校種を通して使用するもの

重要な個人情報を含むとともに、児童生徒の成長の記録が長年にわ

たり記録されている貴重な資料である。

なくす・よごすなどがないよう
に。「しばらく使わない」が紛
失の原因になる。

誰でも閲覧できるような場所
に保管しない。保管・管理は
職員室等で行う。

特に卒業時になくさないよう
に。高校まで使うことを児童
生徒、保護者に理解してもら
うことが大切。 私立学校や県外からの転入が

あった際は市町村教育委員会、教
育事務所等の予備で対応する。そ
れでも足りない場合は義務教育課
の予備で対応する。定期的に家庭に持ち帰らせ、

保護者と子どもの成長につ
いて共有する。

ご静聴ありがとうございました。



協議題

「自己のキャリア教育の現状と

充実に向けたこれからの取組について」

大分県教育委員会

令和２年度
子どもの力と意欲を伸ばすキャリア教育実践交流協議会

P
計画

【目標の設定】
キャリア教育の目標（キャ
リア教育を通して身に付
けさせたい力や、目指す
児童生徒像）について
は･･･

□定めてい
ない

□定めているが、目標達成の検
証が可能な具体的な文言には
なっていない

□目標達成の検証が可能な具体的
な文言を用いて定めているが、ここ
数年見直していない

□目標達成の検証が可能な具体的
な文言を用いて定めており、児童生
徒の実状などに応じて、数年ごとに
見直している

D
実践

【教育活動全体を見通し
た実践】
教育活動全体を通した
キャリア教育の取組につ
いては･･･

□特に意識
して取り組
んでいない

□できる範囲で取り組もうという
意識はあるが、教員ごとの取組
の差が大きい

□教科等を通したキャリア教育に取
り組んでいるが、それらを相互に関
連付ける取組が未整備である

□教科等を通したキャリア教育は多
様に実践されており、それらを相互
に関連付けた取組も計画的に行わ
れている

【家庭や地域社会との連
携】
地域の教育力を生かした
キャリア教育の取組につ
いては･･･

□特に意識
して取り組
んでいない

□保護者や地域の事業所などと
連携・協力し、体験的なキャリア
教育に取り組んでいる

□保護者や地域の事業所などと連
携・協力し、体験の意図やねらいに
ついての共通理解も得て体験的な
キャリア教育に取り組んでいる

□保護者や地域の事業所などと連
携・協力し、学校のキャリア教育全
般についての理解と協力も得て体験
的なキャリア教育に取り組んでいる

C
評価

【児童生徒の成長・変容
の把握】
キャリア教育を通した児童
生徒の変容について
は･･･

□特に意識
して把握し
て
いない

□学校生活を通して把握するよ
うにしているが、教員間で共有さ
れていない

□学校生活を通した把握の上に、
意識調査やキャリア・ノートなどの資
料はあるが、キャリア教育の視点か
ら考察・分析はしていない

□学校生活を通した把握と合わせて、
身に付けさせたい力の視点から意
識調査やキャリア・ノートの活用など
を実施し、結果については経年変化
などの分析も加えて、教員間で共有
している

【実践の振り返りと検証】
キャリア教育の取組に関
する振り返りや評価につ
いては･･･

□特に意識
して振り返り
をしていな
い

□年度当初計画した取組が円滑
に実施できたか、という点につい
ての振り返りは行っている

□取組の円滑な実施という観点の他
に、キャリア教育を通した児童生徒
の成長や変容を踏まえ、取組や指導
の在り方を見直している

□取組の円滑な実施や全般的な成
果・課題という観点の他に、特に重
要な取組については、児童生徒の
意識調査や自己評価などにより検
証している

A
改善

【指導計画の改善】
キャリア教育の指導計画
の見直しについては･･･

□ここ数年
見直してい
ない
（指導計画
は作成して
いない）

□毎年度、教員の負担や予算な
どの観点から、取組の見直しを
行っている

□毎年度、教員の負担や予算など
の観点の他に、キャリア教育を通し
た児童生徒の成長や変容を踏まえ、
取組や指導の在り方を見直してい
る

□毎年度、キャリア教育を通した児
童生徒の成長や変容を踏まえて取
組や指導の在り方の見直しを行い、
必要に応じてキャリア教育の目標に
も検討を加えている

PDCAで見るキャリア教育推進状況チェックシート
自分の現状に近いと思う項目をチェックし、課題を見出していきましょう。



協議の流れ

①自分のキャリア教育の現状把握
★チェックシートの記入
★グループ内で自己紹介（キャリア・ノートの記入状況の交流含む）
★キャリア教育推進状況チェックシート結果や自分のキャリア教育の取り組み
について交流

②キャリア教育の充実のために、キャリア・ノートの活用も含め、今後どんなこと
に取り組んでいきたいか

③ ②をグループ内で交流し、取組の参考にする

協議題

「自分のキャリア教育の現状と充実に向けたこれからの取組について」

指導講評

国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部

教育課程調査官 安部 恭子 氏

協議題

「自分のキャリア教育の現状と充実に向けたこれからの取組について」


